
１．開催日時

２．場所 役場４階 　大会議室

３．出席者

委　員 教 育 長 戸 敷 二 郎

委 員 佐 藤 幸 男

委 員 戸 髙 牧 子

委 員 佐 藤 有 美

委 員 安 在 直

事務局 教育次長 湯 川 哲

課長補佐 佐 藤 純 子

主　　幹 大 石 彰

４．教育長あいさつ

５．前回議事録の承認

６．教育委員講話 教育委員 佐 藤 有 美

７．協議

　  （４）高千穂町教育委員会事務局組織規則の一部改正について

　  （５）令和7年度3月　小中学校卒業生進学・進路状況について

　  （６）高千穂町明るい選挙推進協議会委員の推薦について

  　（７）教育講話当番予定表について

　  （８）その他

８．令和７年度西臼杵郡教育委員会連合会総会・意見交換会について

    令和７年4月　定例教育委員会要点録　（公開用）

令和７年4月24日（木） 14時00分～15時30分

  　（１）議案第１号　「令和7年度教育施策について」

  　（２）議案第２号　「通学区域外通学の許可について」

  　（３）令和7年4月1日　職員人事異動について



９．５月行事予定

１０．次期開催日程 定例教育委員会

１１．閉会

　　　　場所　　高千穂町役場４階　執行部控室

　　　　講話　　教育長

　　　　13日 　郡スポーツ協会理事総会

　　　　15日　 町教委主催校長会

　　　　18日 　高千穂中学校体育大会

　　　　25日 　田原小学校運動会

　　　　31日 　地区中学校総合体育大会（陸上競技：６月7～８日　延岡市）

　　　　日時　　令和7年5月28日（水）　　14時00分から

　　　　 8日　　町スポーツ協会理事総会

　　　　 9日　　高千穂町議会令和７年第２回臨時会

　　　　 9日　　町PTA連絡協議会総会
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【開会】

【あいさつ】　略

【前回議事録の承認】　各委員による確認・署名

資料に基づき説明

　*学校建設係と国スポ推進室の設置による改編である。

　*議案第2号の賛否を問う。

　*全員賛成で承認。

（３）令和６年度４月１日　職員人事異動について

資料に基づき説明

　*文化財を担当していた緒方主幹は退職。今年度は業務委託として勤務中である。

（４）高千穂町教育委員会事務局組織規則の一部改正について

　*全員賛成で承認。

（２）議案第2号　通学区域外通学の許可について

　*資料に基づき報告。　　※個人情報の為非公開

　*教職員数については、上野中の統廃合に伴い、高千穂中が19人から２６人に増となっているが、町立学校
教員合計では、87人から86人の１人減である。児童生徒数は、高千穂小290人→275人、押方小31人→37
人、田原小33人→36人、岩戸小76人→82人、上野小59人→54人。小学校児童数合計は、昨年度から5人の
減。高千穂中は234人→234人、増減はないが、上野中の統合を考えると、中学校生徒合計は、前年度から
24人の減。

　*指定校は、食育推進事業の推進校に高千穂小学校が指定をうけ、20万円補助事業を実施する。内容は
これからで、実施校を参考に高千穂に合った事業を検討する。

　*事務分掌表は、朱書きが異動者である。基本は、前任者の業務を引き継いでいるが、高千穂中学校建設
に関すること、キャリア教育に関することが新設されている。

　*令和7年度予算については、3月定例教育委員会で説明した内容である。

　*令和7年度学校教育、社会教育事業計画表は例年どおりの事業である。

　*議案第１号の賛否を問う。

（１）議案第１号　令和7年度教育施策について

◇資料に基づき説明

　*昨年度、大幅な改編をしているが、今年度はそれに対して加筆修正を行っている。Ｐ3　以降朱書き分が
加筆修正および変更・修正である。

　*今年度からキャリア教育コーディネーターを配置した。　県下、市は配置があるが町村はまだまだ未配置。
「生き方教育」をコーディネーターの押方彰一先生にお願いする。また、校長会顧問をお願いし、校長会に
は毎回出席いただく。

　*Ｐ5.（5）②で「高千穂町環境に配慮した持続可能な農業推進協議会」が発足した。米以外の野菜について
も取組が進められると思う。協議会を立ち上げたことで補助事業が活用できる。移住者が農業へ取り組むきっ
かけになると良いと考える。今年はステップアップできると思う。

【協議】

【教育委員講話 】

　　◇絵本「こころってなんだろう」の紹介　　　　略

【会議の概要】
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　*前回は牧子委員に務めていただいたが、今回も戸髙牧子委員を推薦したい。いかがか。

　*了承。

（７）教育講話当番予定表について

◇資料に基づき説明

　*その後の追加もあり、最終結果では、全国枠は10人となった。総合政策課では、地域プロジェクトマネー
ジャーを採用し、今後も全国枠に取り組んでいく。高千穂高校の入学者を93人確保できたことは良かった。
上野中学校からは全生徒が高千穂高校進学。五ヶ瀬・日之影町からの進学率はあまりよくないと報告を受け
ている。

　*五ヶ瀬町や日之影町は、どこに進学するのか。

　*日之影町は延岡、五ヶ瀬町は熊本の方へ進学する。高千穂高校の寮に入れないという誤解から、であれ
ば延岡に進学するという結果に繋がっているようだった。五ヶ瀬中学校の校長時代に、8人延岡青雲高校に
進学した年もあった。インフラも良くなり影響している。

　*今年は高千穂高校から郡内への就職者が11人。旅館宿泊業、あまてらす鉄道、観光協会、役場などに就
職した。例年は3人程なのでかなり多かった。国公立にも14人が合格をした。こちらも例年3～5人なので異例
の合格者数。国公立希望者のクラスは19人なので、7割近くの進学率である。

　*私立慶應義塾大学の合格者もいる。

（６）高千穂町明るい選挙推進協議会委員の推薦について

　*生徒数が減少してきているので、私立は新たな学科を導入し始めた。延岡学園には、サイバーネット犯罪
に対するスペシャリストを育成するような学科が創設されると聞いた。県立が必死に生徒を集める中、私立も
必死である。一種、飛び道具のような、今のＳＮＳ問題に特化した学科を持ってきた学校も出てきている。子ど
もの将来を考えた時にやりたい学科を作っていくことは大事である。

　*高校授業料無償化になれば県立は危うくなる。　魅力ある発信をしていかなくては。やはり、18歳までは親
元で育てたいと保護者も思っているのでは。18歳までは地域で過ごしてほしい、田舎の良いところを見て育
つことで、将来、田舎を何とかしたいという気持ちに繋がると考える。地方創生も生まれると思う。

　*宇土高校は進学校か。

　*宇土高校はかなりの進学校。

　*全国枠はどうであったか。

　*全国枠は最大32人まで受け入れられる。高千穂高校は初年度の今回9人、そのうち、6人が剣道部関係
で、残りが一般ふるさと留学。スタート時から９人という人数は珍しく、やはり剣道の力は大きい。剣道以外でも
来てほしいと思う。Ｒ9年は情報ソリューション科と生産流通科を一緒にすると県教育委員会が発表した。

（５）令和７年３月　小中学校卒業生進学・進路状況について

資料に基づき説明

　*高千穂高校に町内から53人、生徒数が減少しているので、ここ数年同じくらいで推移している。町外県立
普通科に5人（延岡高校4人、高鍋高校１人）。実業系は延岡工業高校に4人。県内私立高校への進学は11
人（宮﨑日大４人、聖心ウルスラ5人、小林西2人）。県外進学は、熊本宇都高校、熊本高専に1名ずつ。通信
制高校は延岡青朋高校に高千穂中学校から５人である。

　*情報ソリューション科の昨年度の発表会に出席したが良い内容であった。口コミででも素晴らしさが広まる
とよい。あまてらす鉄道では高千穂高校の安信茶を販売する取組もあり、今年は高千穂高校から就職したと
聞いた。また、白谷塾の効果も出ている。延岡高校に４人進学しているようだが、高千穂高校の進学率は上
がっている。工業系や看護は就職を見据えてだと思う。福祉系の科ができるとよいと思う。生産流通科も魅力
的と聞くので、畜産や有機野菜に力を入れるとよいと思う。今後のＰＲに期待する。
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【次回の日程を確認して閉会】

　*𠮷村順正委員の残任期間を務めていただいたが、今回は、直委員の任期として４年間を改めてお願いし
たい。

【令和７年度西臼杵郡教育委員会連合会総会・意見交換会】

◇資料に基づき説明

（８）その他

　*安在直委員の任期が、Ｒ7.6.13までである。再任については、議決事項であるので、5月9日の臨時議会に
提出したい。新しい任期はＲ7.6.14～４年間である。




